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例　　言

１�．本書は、長岡市内で計画された開発工事に先立って実施した試掘・確認調査のうち、平成23年度国�

庫・県費補助金の交付を受けて実施した調査の報告である。

２．調査主体は長岡市教育委員会科学博物館である。

３．本文の執筆は、新田（１・３）、小林（２）、山賀（４）で分担した。編集は新田が行った。

４．遺物番号は遺跡ごとの通し番号である。

５．出土遺物や写真及び測量図面などの記録類は長岡市教育委員会が保管している。

６�．現地調査から本書の作成に至るまで多くの方からご協力、ご教示を賜った。記して御礼を申し上げ

る（五十音順・敬称略）。

国土交通省北陸地方整備局国営越後丘陵公園事務所　中之島土地改良区　らう造景株式会社

石坂圭介　駒形敏朗　加藤勝博
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第１表　平成 23 年度長岡市内遺跡調査一覧（本書掲載の調査はゴシック体で示した）

地域 地区 調査原因 結果など

寺泊
弥助遺跡 県営ほ場整備事業 立会　（遺構・遺物なし）
三反田南遺跡 県営ほ場整備事業 立会　（遺構・遺物なし）
天王遺跡 県営ほ場整備事業 本調査　土坑/溝/平安時代の土器/珠洲焼

和島 浦反甫東遺跡 河川改修工事 本調査　平安時代の柱穴/須恵器・土師器
中之島 中之島南部地区 県営ほ場整備事業 試掘　遺構なし/平安時代の須恵器/近世陶磁器

栃尾 栃倉遺跡
土砂採取 立会　（遺構・遺物なし）
個人住宅等解体撤去 立会　（遺構・遺物なし）

越路 立矛遺跡 市道建設 本調査　掘立柱建物跡/縄文土器/弥生土器

長岡

転堂遺跡 個人住宅建設 確認　縄文時代の土坑/土器/石器

南河内の塚５号 園路整備 確認　（遺構・遺物なし）

浅田遺跡 県営ほ場整備事業 本調査　遺構なし/弥生土器/平安時代の土器
五百刈遺跡 県営ほ場整備事業 本調査　土坑/弥生土器/平安時代の土器
長岡城跡 個人住宅解体撤去 立会　（遺構・遺物なし）
親沢地区 天然ガスプラント拡幅工事 立会　（遺構・遺物なし）

川口 木沢行塚遺跡 携帯電話鉄塔建設 立会　（遺構・遺物なし）

１　　平成 23 年度長岡市内遺跡発掘調査の概要

平成 23年度に長岡市教育委員会が実施した遺跡の試掘・確認調査は３件である（平成 24年２月１日現在）。

原因別の内訳は、県営ほ場整備事業・個人住宅建設・国営越後丘陵公園内園路整備が各１件であった。こ�

のほか、諸開発に伴う工事立会を７件実施している。新長岡市誕生以降に実施された試掘・確認調査は、�

平成17 年度 10 件、18 年度 12 件、19 年度 20 件、20 年度 17 件、21 年度 13 件、22 年度９件であり、平成

19年度をピークとして調査件数が減少傾向にある。こうした傾向を踏まえつつも今年度の調査件数は少な�

いと言えるだろう。寺泊地域や小国地域などで継続的に実施されてきた県営ほ場整備事業や越路地域での�

市道改良事業に伴う試掘・確認調査に区切りがついたことが大きな要因であり、その一方で、開発件数自

体が減少し、厳しい経済情勢を反映してか、遺跡に対してより影響が低くなるよう開発行為が計画・実施

が策定されているという側面もある。なお県営ほ場整備事業については、試掘・確認調査の結果をもとに

した協議が進められており、平成 19 年度から順次本発掘調査が実施されている。今年度実施した浅田遺跡

と五百刈遺跡の本発掘調査は平成17・18年度の確認調査、天王遺跡の本発掘調査は平成 19年度の確認調査

の結果をもとにした取扱い協議によるものである。

つづいて、本年度の試掘・確認調査の結果について概観する。本年度実施した３件のうち、遺構や遺物

が検出されたのは２件である。遺跡の新発見はなかった。

県営ほ場整備事業に伴う中之島南部地区の試掘調査では、遺物が少量出土した。明確な遺物包含層や遺

構が検出されず、本発掘調査は不要と判断した。

個人住宅建設に伴う転堂遺跡の確認調査では、フラスコ状土坑２基を含む土坑６基と、縄文時代中期前

葉から中葉にかけての遺物が多量に出土した。この確認調査は最終的に掘削範囲全域を対象としたため、

その後の本発掘調査は不要とした。

国営越後丘陵公園内の園路整備事業に伴う南河内の塚５号の確認調査では、塚の範囲を把握するために

合計４ヶ所のトレンチを設定したが、人為的な盛土や周溝、遺物を検出するには至らなかった。
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第２図　平成 23 年度調査位置図（1/250,000）
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２　　中之島南部地区試掘調査

調�査�地� 長岡市野口・六所　地内� � 調査面積� 294.0㎡（対象面積　26,400㎡）

調査期間� 平成 23 年 10 月 6 日～ 11 月 29 日� 調査担当� 小林　徳

調査に至る経緯　平成 22 年８月に新潟県三条地域振興局農村整備部と長岡市教育委員会（以下、市教育

委員会）は、県営ほ場整備事業中之島南部地区工事における埋蔵文化財の取扱いについて協議を行った。

当事業は平成 23 年度以降を予定しており、秋口の稲刈り後に工事を行う予定であるので、工事前に試掘

調査を行うことで協議が一致した。ただし、予算等により工事時期が前後する可能性があるため、詳細に

ついては再度協議を持つことになった。その後、工事時期が稲刈り後と決まったため、平成 23 年４月に

再度協議を行い、調査範囲と時期を確定した。この決定に従って、市教育委員会は９月より調査の準備を

行い、調査体制を整えた。

調査地の概要　調査地は信濃川と刈谷田川に挟まれた沖積低地に位置し、一帯は氾濫などにより被害を受

ける「流れ処」と呼ばれるような場所である。調査地の東には刈谷田川の自然堤防が形成され、六所や野

口などの集落がこれらの自然堤防上に存在している。

調査の結果　調査は、地権者との関連で２回に分けて行われた。第１回目に 10 月６日～ 11 日のうち３日

間、２回目として 11 月 22 日～ 29 日のうち３日間の合計６日間の調査を行った。トレンチは２×３mの

大きさのものを水路計画地上に任意に設置して、バックホウにて慎重に掘削を行った。

調査の結果、各トレンチから遺構は見つからなかったが、第４トレンチ、第 11 トレンチ、そして第 16

トレンチにおいて、遺物が見つかった。第４トレンチでは須恵器の坏の底部片が第Ⅱ層から、第 11 トレ

ンチでは須恵器甕の胴部片が第Ⅳ層から、第 16 トレンチでは近世の所産と見られる陶磁器が第Ⅱ層から

検出し、周辺を慎重に調査したが、その他の遺物・遺構の検出はなく、遺跡とみとられる痕跡を見出すこ

とはできなかった。このため、工事実施は支障がないことを事業者に伝えた。

写真３　第４トレンチ土層断面

写真４　出土遺物 第３図　トレンチ配置図（1/16,000）及び土層図（1/40）
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３　　転堂遺跡確認調査

調�査�地� 長岡市上除町 1910 − 5� � 調査面積� 176.6㎡（対象面積 176.6㎡）

調査期間� 平成 23 年４月 14 日～ 17 日� 調査担当� 新田康則

調査に至る経緯　平成22年７月 12日、個人住宅建設に係る埋蔵文化財の取扱いについての照会があった。

照会地の一部が転堂遺跡の範囲に及ぶため、当該地での開発行為に際しては事前の届出と、確認調査が必�

要となる旨を回答した。その後、事業者から新潟県教育委員会教育長（以下、県教育長）に平成23年３月 25

日付けで文化財保護法第 93 条第１項の規定による埋蔵文化財発掘の届出がなされた。これに対し、県教

育長から長岡市教育委員会教育長に平成 23 年４月４日付け教文第 16 号に事前に確認調査を実施するよう

通知された。これを受けて、長岡市教育委員会は県教育長に対して平成 23 年４月 12 日付け長教博第 14

号で文化財保護法第 99 条の規定による発掘調査の着手を報告し、確認調査を開始した。

調査地の概要　調査地は信濃川支流払川の右岸に形成された舌状台地端部に位置する。この舌状台地は南

側と東側の斜面が急で、これに比して北側が緩やかである。周辺では舌状台地が発達しており、そこに遺�

跡が営まれる傾向がある。転堂遺跡の東には、払川を挟んで、南原遺跡が立地する（第４図２）。南原遺跡

は縄文時代中期初頭～末葉、とりわけ中期前葉～中葉の大規模な集落跡である。平成３年（1991）に確認

調査〔長岡市教委　1992〕、平成５年（1993）には本発掘調査〔長岡市教委　1994〕が実施されている。転堂遺跡

の北には浄円寺遺跡（縄文時代・第４図３）、その北には上除城跡（中世・第４図４）が知られている。

転堂遺跡は『日本石器時代遺物発見地名表』（1928）などにも記載されているように、古くから知られた

遺跡である。火焔土器の発見で知られる近藤家も積極的な踏査を行い、遺物を採集している。

調査の方法と経過　対象地は更地であったが、個人住宅が建っていた過去があり、遺跡が相当な撹乱を受

けていることは明らかであった。このため、今回新築される住宅の計画平面全体において表土及び撹乱土

層を除却し、その後、遺跡の残存部分を調査することとした。

第４図　周辺の遺跡（1/10,000）及び調査区位置図（1/2,000）
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４月 14 日に調査を開始。調査区東端からバックホウを用いて表土剥ぎを行い、包含層の遺存を確認で

きた部分について順次人力で掘削した。15 日午後には遺構確認作業を行い、その後、遺構掘削を開始し

た。ＳＫ１～４は 15 日、ＳＫ５は 16 日に完掘した。16 日夕方の時点で、ＳＫ６の完掘に至っていなかっ

たが、用地の引渡し期限が迫っていたため、調査区全体写真を撮影後、ＳＫ６付近以外を埋め戻した。�

そして 17 日にＳＫ６を完掘し、18 日に残り部分を埋め戻して、調査を完了した。

調査の結果　調査によって土坑６基と遺物864点を検出した。検出遺構はフラスコ状土坑２基と土坑４基

であり、出土遺物は縄文土器 759 点・ロクロ土師器片（甕）１点・石器 51 点・礫 53 点である。縄文土器

は中期前葉～中葉が主となる。石器は、石鏃１点・打製石斧１点・石皿１点・彫刻石皿１点・磨石類 33�

点・剥片類 12 点・分類不明２点で構成される。

調査前の予想どおり、調査区全体が撹乱を受けており、特に中央部ではⅣ層上面まで撹乱が及んでいた

が、東側と西側で包含層が部分的に遺存していた。これによりⅠ層＝表土・撹乱層、Ⅱ層＝黒褐色土層、

Ⅲ層＝茶褐色土層、Ⅳ層＝黄褐色風化火山灰土層とする堆積を把握した（第５図）。Ⅱ層は調査区東側で遺

存が良く、遺物もまとまって出土したが、遺構を検出した調査区西側での遺存状況は悪かった。一方、Ⅲ

層の遺存状況は東側が悪く、西側が良かった。Ⅲ層からの遺物出土はごく少量であった。Ⅲ層上面では、

散漫だが環状に礫が分布する状況を確認したが（第５図）、これを意図的な配置と断定するには至らなかっ

た。礫は 29.5 ～ 1618.4 ｇ（平均 455.2 ｇ）で、安山岩の完形礫が多くを占めるが、磨石類も含まれる。

続いて検出遺構と出土遺物について概述する（第５～８図）。ＳＫ１は平面形態が楕円形、断面形態が弧

状を呈する土坑である。長径 35㎝、確認面から底面までの深さは 11㎝を測る。遺物は出土していない。

ＳＫ２は平面形態が楕円形、断面形態が弧状を呈する土坑である。長径 25㎝、確認面から底面までの深さ�

は７㎝を測る。遺物は出土していない。ＳＫ３は平面形態が楕円形、断面形態が半円状を呈する土坑であ

る。長径 44㎝、確認面から底面までの深さは 24㎝を測る。遺物は出土していない。

ＳＫ４は平面形態が楕円形、断面形態が略漏斗状を呈する土坑である。１層からは彫刻石皿と磨石類とが�

まとまって出土し、２層は炭化物が含まれていた。出土遺物は縄文土器２点・石器６点（磨石類５・彫

刻石皿１）の合計８点で、３点を図示した（第６図１～３）。１と２は半截竹管状工具で半隆起線を描く一群

で、中期前葉に位置づけられる。３は安山岩製の彫刻石皿。側面に蕨手状の渦巻文が陽刻される。

ＳＫ５は平面形態が略方形、断面形態が弧状を呈し、底面中央にピットを伴う。遺構上面が削平された

フラスコ状土坑である。長径 189㎝、確認面からの底面までの深さは 14㎝、底面ピットの深さは 12㎝を�

測る。北西の飛び出し部分は別遺構の可能性があるが、切り合い関係を含め、それを確認することはでき�

なかった。遺物は縄文土器 93 点・石器７点（石鏃１・磨石類３・剥片３）・礫３点の合計 103 点出土し、こ

のうち10点を図示した（第６図４～ 13）。４・５は中期前葉の北陸系土器である。半截竹管状工具で施文さ

れる。６は内屈する口縁をもつ土器で、口縁部～頸部は無文とし、横位区画が入らず、胴部に撚糸文が施

される。このような構成をもつ土器について類例を知らないが、魚沼市清水上遺跡 SI�1263 Ａ出土の無文�

土器（57）の存在から、中期前葉の北陸系土器群に伴う粗製深鉢だと推測される。７は浅鉢の突起であろ

う。下部には縄の側面圧痕が施されている。８～13は中期中葉の土器群である。８は袋状突起。９は隆帯�

と隆線で渦巻文を描くもの。10・11 は口縁部資料で、10 では隆線が、11 では平行沈線が施されている。

11 の胎土には鉱物が多く含まれ、非常にもろい。12 と 13 は胴部資料である。

ＳＫ６は平面形態が円形、断面形態が袋状を呈するフラスコ状土坑である。底面東側にピットを伴う。

遺構覆土は炭化物を含む層と含まない層との互層をなしていた。底面のピットは遺構東壁に連続して非常
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にしっかりと掘り込まれており、覆土には炭化物が多量に含まれていた。長径 145㎝、確認面から底面ま�

での深さは 41㎝、底面ピットの深さは 20㎝を測る。遺物は縄文土器 165 点・石器 26 点（打製石斧１・石

皿１・磨石類 18・剥片類５・不明１）・礫28 点の合計219 点出土し、このうち28 点を図示した（第６・７図 14～

41）。14～ 23は中期前葉の北陸系土器群である。14～ 20は口縁部から頸部にかけての破片資料で、半截竹

管状工具による施文が特徴的である。このうち、18 は口縁部に半隆起線文と爪形文が、胴部には撚糸文

が施される。撚糸文の上端には半截竹管状工具による逆Ｕ字の刺突が連続的に加えられる。蓮華文の変形

であろうか。21 は胴部資料で撚糸文が施されている。22・23 は浅鉢である。22 は沈線が連続的に入るが

全容は不明である。23 は遺構南壁付近から出土したもの。口縁部は内屈し、口唇部は立ち上がる。口唇

は肥厚し、端部に一条の沈線がめぐる。そして、内側に突起が付く。配置にややバランスを欠くが、４単

位になると解釈される。胴部は無文である。24 ～ 27 は中期中葉の土器群である。24 は五丁歩遺跡に特徴

的な隆帯文を多用する土器群に含まれよう。25・26 は半截竹管状工具による半隆起線が施文されている。

27 には地文に縄文が確認される。28 ～ 40 には粗製土器をまとめた。これらについては中期前葉～中葉と

いう時間幅でおさえておきたい。28 ～ 31 は口縁部資料であり、口縁部は無文となる。28 は突起をもち、

縄文（合撚か？）が施される。29・30 は口唇部が肥厚するもの。32 ～ 38 は胴部資料である。39・40 は底

部資料である。ともに編物圧痕が確認されるが、39 のものはスダレ状圧痕だと推測される。さらにこの

資料では、重心こそ外れているものの、一対の対向する抉りが作出されており、土錘への転用を示唆す�

る。41 は安山岩製の打製石斧。裏面には主要剥離面を大きく残しており、刃部は片刃状となる。

包含層出土遺物を第７・８図に示す。42 ～ 46 は表土及び調査区周辺で採集した土器である。42 ～ 45

は火炎土器である。46 は綾杉文が施される土器で、大木８ｂ式並行の在地系土器に分類される。

47 ～ 66 はⅡ層出土の土器である。47・48 は縄の側面圧痕を横位区画とし、口縁部を無文帯とする。49

は爪形文が施される。50 ～ 54 は火炎土器である。50 は王冠型土器の突起である。55 ～ 59 は大木８ｂ式

に並行する在地系土器である。55 ～ 57 は綾杉文、58・59 には渦巻文が施される。さらに 59 では縦方向

に連続する刺突もみられる。60は刺突文が施されている。中期中葉に帰属するものであろうか。充填文の�

可能性もある。61 はキャリパー形深鉢の口縁部で、口唇部に隆帯と隆線がめぐる。胎土には雲母が入る。

62 は大木９式並行の土器。断面三角形の隆帯がつく。63 ～ 66 は縄文、67 は撚糸文が施される。

68 ～ 76 はⅢ層出土の土器である。68 は綾杉文が施される土器で、これも大木８ｂ式並行の在地系土器

に分類される。73 ～ 76 はＳＫ５の南でまとまって出土したもので、ここに浅い遺構が存在した可能性が

ある。74 は無文で、上端に孔が穿たれている。73・75・76 は縄文が施される。73 は胴部が膨らむ形状の

深鉢で、波状口縁をもつ。75 は縄文が縦位の帯状に施文される特徴がある。

まとめ　調査対象範囲全体に対して発掘調査を実施して記録保存した。このため、更なる埋蔵文化財保護

行政上の措置は必要ないが、慎重に工事を進めるよう事業者に要望した。

調査区では包含層が大きく撹乱を受けていたものの、遺構は比較的良好に遺存していた。集落構造にお�

ける貯蔵穴の在り方について検討を重ねる必要があるが、現時点では今回検出した遺構の分布、具体的に

はＳＫ１をもって集落東縁とし、したがってⅡ層の遺物分布は２次的なものと捉えたい。覆土から遺物が

出土した３基の遺構については、その内容からＳＫ４・ＳＫ６は中期前葉に、ＳＫ５がそれよりやや新し

い時期に構築されたと推測できる。時期差をもって貯蔵穴が構築されていることは、転堂遺跡がこの時期

において拠点性を有していたことを物語る。近接地において同時期に営まれた大規模集落・南原遺跡との

関係がいかなるものであったのか、興味深い。
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１：茶褐色土層　しまりややあり・粘性ややあり
　　　　　　　　径５〜30㎜の礫少量・１〜３㎜大の炭化物少量
　　　　　　　　径３〜５㎜のローム粒および径10〜15㎜のロームブロッ
　　　　　　　　ク少量
２：茶褐色土層　しまりややなし・粘性ややあり
　　　　　　　　径３〜10㎜のローム粒を含む
３：茶褐色土層　しまりややあり・粘性ややなし
　　　　　　　　２〜５㎜大の炭化物少量
４：茶褐色土層　しまりあり・粘性ややあり
　　　　　　　　２〜５㎜大の炭化物少量・径１〜５㎜のローム粒を含む
５：黄褐色土層　Ⅳ層土を主体とする

１：茶褐色土層　しまりややあり・粘性あり
２：茶褐色土層　しまりややあり・粘性なし
　　　　　　　　径１〜３㎜のローム粒多量
３：暗褐色土層　しまりあり・粘性なし　
　　　　　　　　２〜５㎜大の炭化物および径５〜10㎜のローム粒を含む
４：茶褐色土層　しまりあり・粘性ややなし
　　　　　　　　径１〜10㎜のローム粒を含む
５：暗褐色土層　しまりあり・粘性ややなし
　　　　　　　　２〜10㎜大の炭化物および径５〜10㎜のローム粒、径10
　　　　　　　　〜20㎜のロームブロックを多量
６：暗茶褐色土層　しまりややあり・粘性なし
　　　　　　　　　径１〜５㎜のローム粒を含む
７：明褐色土層　しまりあり・粘性ややあり
　　　　　　　　５〜20㎜大の炭化物および径５〜10㎜のローム粒を多量

遺構平面図・断面図（1/50）

１：茶褐色土層　しまりややあり・粘性ややあり
２：明褐色土層　しまりあり・粘性なし
　　　　　　　　径５〜10㎜のローム粒および５〜10㎜大
　　　　　　　　の炭化物を含む
３：暗黄褐色土層　しまりあり・粘性あり
　　　　　　　　　Ⅳ層土で構成される層だが成因は不明　
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Ⅳ層上面で検出した礫

Ⅲ層・ＳＫ４出土遺物

調査区全体図（1/150）

Ⅲ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅳ

ＳＫ３

ＳＫ２

西壁sec.

SPA SPA’

Ⅱ層　遺物集中出土範囲

ＳＫ１

ＳＫ４

ＳＫ５
ＳＫ６

49.55m

第５図　調査区全体図及び遺構図
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第６図　遺物実測図①（1/3）
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第７図　遺物実測図②（1/3）
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第８図　遺物実測図③（1/3）
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写真７　ＳＫ４遺物出土状況（北から） 写真８　ＳＫ４半截状況（下部・西から）

写真９　ＳＫ５遺物出土状況（東から） 写真 10　ＳＫ４・５完掘状況（東から）

写真 11　ＳＫ６遺物出土状況（北から） 写真 12　ＳＫ６完掘状況（北から）

写真６　調査区西壁断面（東から）写真５　調査区完掘状況（西から）
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４　　南河内の塚５号確認調査

調�査�地� 長岡市親沢町　地内� � 調査面積� 12.0㎡（対象面積 40㎡）

調査期間� 平成 23 年４月 26 日～４月 27 日� 調査担当� 山賀和也

調査に至る経緯　国営越後丘陵公園内で園路整備が計画され、平成 21 年 12 月、長岡市教育委員会は、事

業者である国土交通省北陸地方整備局国営越後丘陵公園事務所と遺跡の取扱いについて協議を行った。

事業計画地付近に南河内の塚５号が位置することから、現地確認及び事業計画図面を精査し、その結�

果、現況で遺跡は不明瞭だが、断面形から周溝が存在する可能性があったため、確認調査を行い今後の本

発掘調査の要否を判断することとした。

調査地の概要　調査地は、東頸城丘陵から派生する八石丘陵上に位置しており、標高は約 230mである。

南河内の塚群は、尾根上に位置しており、合計５基登録されている。周辺には、片刈城跡、水梨城跡、鷹

射城跡などの中世の山城が存在している。

調査の結果　調査は、４ヵ所に任意のトレンチを設定し、人力で掘削した。遺跡は塚であるため、人為的

な盛土が存在することから、慎重に調査を行った。その結果、調査地点は、暗褐色の表土が 20～ 40cm堆積�

し、その下に砂利まじりの浅黄色土が堆積しており、人為的な堆積は見られなかった。また、遺構・遺物

も発見されなかったため、開発予定地には遺跡は存在しないと判断し、事業者にその旨を伝えた。

第 10 図　トレンチ配置図（1/1,000）

第 11 図　土層柱状図（1/40）第９図　南河内の塚群位置図（1/10,000）

写真 13　１Ｔ完掘状況 写真 14　２Ｔ完掘状況
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